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事業対象

事業目的
ころばぬ先の健康体操サポーターの養成及び身近な場所に住民主体の通いの場を創出・充実させることで、区民の主体的
な介護予防の取組みを広げるための地域づくりを行う。

 [施　　策] 22　高齢者の生きがいづくりと介護予防の推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 法令（義務） 〔法令等名〕 介護保険法
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いつまでも健やかに自分らしく暮らせるまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 高齢者及び介護予防に関心のある区民

高齢者

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 地域による介護予防活動への支援
所
管

福祉部

介護予防・地域支援課
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務
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業
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概
要

行政計画 事業NO. 102 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

１．ころばぬ先の健康体操サポーター養成
　　・ころばぬ先の健康体操を広めるためのサポーター養成
　　・サポーター活動内容：区主催の体操教室への協力、自主活動
２．住民主体の通いの場づくり
　　・高齢者の身近な地域で自主的に活動できる場の創出や推進し、“住民主体の通いの場”立ち上げを支援する。
　　※通いの場づくりはH29年度から実施

委託の有無 一部委託
委託内容 　 ころばぬ先の健康体操サポーターユニフォーム作成

補助金の有無 国・都

 [基本目標]

地域による介護予防活動への支援

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

ころばぬ先の健康体操サポーター登録
者数

人

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

281 1,348

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

52 56 92.9%56 51 48

118.2%

1,275

成果指標

ころばぬ先の健康体操サポーターによる
指導人数

人 9,400 7,336 8,513 9,533

活動指標

8,064

76 537 827

　総経費 8,637 12,912 13,619

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 7,758 11,564 12,343

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 803 811 449

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） 7,868 11,732 12,503

課題及び
今後の進め方

今後、転ばぬ先の健康体操サポーター自身の高齢化に伴い人数の減少が考えられる。新たなサポーターを増やすた
めに周知活動を広げ、養成講座への参加者を増やす。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 769 1,180 1,116

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

体操サポーターの養成活動や、通いの場づくりへの支援等により、区民の主体的な介護予防活動
は少しずつ広がっている。生活支援コーディネーターや地域包括支援センター等との連携を図るこ
とで地域の社会資源の発掘や通いの場づくりにつながるような情報共有等を行い、より効果的な
事業展開を行っていく。

維持

手段の適切性 4 ころばぬ先の健康体操サポーターについては、説明会を開催し活動内容を周知した。住民主体の通いの場づ
くりは説明会やリーフレット作成配布により、自主的な介護予防活動につながるよう周知している。

目的達成度 4
ころばぬ先の健康体操サポーター養成については登録者が4名増加し、地域での介護予防活動につながって
いる。住民主体の通いの場づくりについては、区民の要望に応じた説明会を行い2グループが活動を開始し
た。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 健康寿命の延伸のためには高齢者の自主的な介護予防活動が重要であり、地域づくりにつながる人材の育
成と高齢者が生きがいや役割を持つ取り組みが必要である。

効率性 3 事業実施については、各地域包括支援センター及び生活支援コーディネーターと連携を図り、区民の主体的な
介護予防活動を地域に展開しており、効率的である。


